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（    ）の数値は，当該既設建物の面積とする。

模様替内容

完 成 期 限

工事の種類

規模等
棟名称

工種

構造・階数

建築面積

延べ面積

改修延べ面積

工作物等

その他

総則

一般特記事項
１．　この工事の受注者は，国立大学法人浜松医科大学工事請負契約基準，現場説明書，

　　特記仕様書　枚，図面　枚，公共建築改修工事標準仕様書(統一基準）(建築工事編）

　　（平成25年版），公共建築工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）（平成25年版），

　　文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）（平成25年版），及び工事写真撮影

　　要領に基づき工事を施工する。

２．　特記仕様書の適用方法

　（２）　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は，すべて適用しない。

　（３）表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

　（４）特記された材料，製造所，製品名，施工業者等の取扱いは，特記されたもの又は

　　　　同等以上のものとする。ただし，同等以上のものとする場合は，監督職員の承諾

　　　　を受ける。

　（５）左欄の〈　〉，（　），《　》内の数値は，下記の各該当番号を示す。

〇・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳられた区分等

建告示第1455号　別表24

　風速

建築基準法に基づき定められた基準等

　地表面粗粒土区分

　積雪区分

建築基準法に

基づき、定め Ｖo　＝　32　ｍ/s

１章　一般共通事項

<1.3.3>

<1.2.1>

実施工程表 既成工期　　平成　　年　　月　　日（　　曜日）

代理人は，施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い，監督職員に提出するものと

　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の規定に関わる規定」（平成9年7月31日

建設省告示第1536号　最終改正　平成13年4月9日　国土交通省告示第487号）に基づき国土

れにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写

真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

施工中の

環境保全等

<1.3.11>

排出ガス対策型

建設機械

　　２）使用箇所　（

　　２）処理方法

　　１）品名

　発生材の処理は，下記による。

　　１）品名　　　（

　　２）受入場所　（

　　３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

　　５）工事発注後に明らかになった事情により,  上記の指定によりがたい場合は，

　　　　監督職員と協議する。

　　２）受入場所　（

　　５）工事発注後に明らかになった事情により上記の指定によりがたい場合は，監督

引渡しを要するもの

特別管理産業廃棄物

現場において再利用を図るもの

再生資源化を図るもの

関係法令に従い適切に処理するもの

発生材の

処理等

<1.3.8>

　　　　職員と協議する。

　　４）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等運搬調書を作成し，監督職員に提出する。

　　３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

　　４）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等運搬調書を作成し，監督職員に提出する。

<1.3.5>

施工条件

この工事現場では，次の施工条件による。

交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただしこ

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動排出ガスの規制等に

関する法律」(平成17年法律第51号)に基づく技術基準に適合する機械，または，「排出ガス対

策型建設機械指定要領(平成3年10月8日付け建設省経機発第249号)，「排出ガス対策型建設機

械の普及促進に関する規定」(平成18年3月17日国土交通省告示第348号)もしくは「第３次排出

ガス対策型建設機械指定要領」(平成18年3月17日付け国総施第215号)に基づき指定された排出

バックホウ

ブルドーザ

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

空気圧縮機（可搬式）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

①

②

③

④

⑤

の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

適合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければ

ならない。

し、本工事関係車両を把握しなければならない。

ものとする。

ディーゼル車

排出ガス規制

に適合した車両

員に報告しなければならない。

　排出ガス対策型建設機械，又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合，現場

する。

ホイールローダ

ホイールクレーン(ラフテレーンクレーン）

ディーゼルエンジン（エンジン

搭載したものに限る。

ディーゼルエンジン（エンジン

出力7.5kW以上、260kW以下）を

搭載したものに限る。

出力8kW以上、560kW以下）を

　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両(以下本工事関係車両という）

が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」という。）

　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に

　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを保管

　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職

　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させる

材料の品質等

<1.4.2> 再利用を図るものは、次による。

備　考材料名

・塗装

・造園植栽工事

内装工事

塗装工事

・防水施工防水工事

・左官

・内装仕上げ施工（鋼製下地）

石工事

・建築大工

屋根，とい工事

金属工事

建具工事

木工事

左官工事

ﾀｲﾙ工事

・石材施工

・ﾀｲﾙ張り

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・ﾌﾞﾛｯｸ建築　・ALCﾊﾟﾈﾙ施工　・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・建築板金　・ｽﾚｰﾄ施工

・ｻｯｼ施工　・ｶﾞﾗｽ施工

・内装仕上げ施工（床，天井仕上げ等）　・表装

 測定物質，測定方法

ホルムア

トルエン

種類

ルデヒド

<1.6.4>

一工程の施工

の確認及び報告

階 室　　名 採取本数

測定室等

備考施工の確認及び報告を行う行程

施工の検査等

<1.6.5>

<1.6.7>

立会いを受ける。

<1.6.9>

化学物質の

濃度測定

　標準仕様書に定めがあるもの以外で，次に示す工程については，施工の確認及び報告を監督

標準仕様書に定めがあるもの以外で，次について監督職員の検査を受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で，次に示す工事段階及び事項については，監督職員の

物の室内濃度の測定

　ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン等の揮発性有機化合

　工事の施工完了後，引き渡しをするまでの間に，下表の測定室等の揮発性有機化合物の室

内濃度を測定し，指針値以下であることを確認し，報告する。

※上記の室について，それぞれ１検体につき２回採取を行い測定する。

100μg/m3

260μg/m3 ・次のうちのいずれかの測定方法とする。

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　し，高速液体クロマトグラフ法によって行う。

・ｼﾞﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ誘導体固相吸着/溶媒抽出方法で採取

(0.08ppm)以下

(0.07ppm)以下

キシレン 870μg/m3

(0.20ppm)以下

エチル

ベンゼン

3800μg/m3

(0.88ppm)以下

スチレン 220μg/m3

(0.05ppm)以下

　　ガスクロマトグラフ－質量分析法によって行う。

　容器採取法で採取し，

　　ガスクロマトグラフ－質量分析法によって行う。

　固相吸着－加熱脱着法で採取し，

　　ガスクロマトグラフ－質量分析法によって行う。

　固相吸着－溶媒抽出法で採取し，

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※両単位の換算は，25℃の場合による。

試料採取方法

置として設定する。

外壁及び空調吸排気口から２～５ｍ離した，室内の測定高さと同等の高さの所を試料採取位

ら１ｍ以上離した高さ1.2～1.5ｍの位置を試料採取位置として設定する。外気の試料採取は

ついても室内と同様の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少なくとも壁か

機化合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時～３時頃に設定する。室外に

を５時間以上密閉し，その後概ね30分間採取の濃度(μg/m3)で表す。採取の時刻は揮発性有

　試料採取は室内及び外気の各１箇所を２回づつとし，対象室内を３０分換気後に対象室内

　測定結果が指針値を上回った場合は，監督職員と協議する。

測定結果が上回った場合の措置

<1.7.2>

技術検査

完成図 １設計図面を実施図に訂正

部数

１

種類 記入内容

施工図

<1.8.2>

完成図

完成図の様式等は次による。

　ＣＡＤデータの提出：ＣＤ-Ｒにより，ＪＷＷファイル形式として，１部提出する。

製本

　原図サイズ

　作成方法

保全に関する

資料

<1.8.3>

<1.4.4>

材料の検査等

技能検定の職種適用工事種別・

職員に行うものとする。

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

静岡県浜松市東区半田山１丁目２０番地１号（浜松医科大学構内）

平成28年 3月25日（金曜日）

講義実習棟

模様替

RC造一部S造

(2,251.44)㎡

(7,022.47)㎡

368㎡

２

技能士

<1.6.2>

適用工事種別

コンクリート工事

鉄筋工事

仮設工事

鉄骨工事

技能検定の職種

・とび

・鉄筋施工

・左官　・型枠施工　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・とび　・鉄工

工 事 場 所

　　　　〈　〉　－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成25年版）

　　　　（　）　－公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成25年版）

　　　　《　》　－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成25年版）

　（１）・印で始まる事項は及び表中の・印の事項は，○印の付した事項のみ適用する。

　　２）引渡し先　（                                     ）

　　１）品名　　　（                                     ）

　　３）集積場所　（                                     ）

　　１）品名　　　（

　　１）品名　　　（発生土、ガラス、タイル、床敷物、張物、ボード類等）

ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、

と同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業，もしくは建設技術審

査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで，排出ガス対策型機械と同等

と見なす。ただし，これにより難い場合は，監督職員と協議するものとする。

平成７年度建建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」，またはこれ

機　　種 摘　　要

指針値※

　完成図の種類及び記入内容は，現場説明書の記載によるほか，次による。

　保全に関する資料　　提出部数　　　部２

電気保安
技術者

項　　目　　名

この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

１ 第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

２ １級電気工事工事施工管理技士以上の資格を有する者

電気保安

技術者

・

・

・

・

・５ 公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

４ 旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検定に合格

　 した者

３ 高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において，電気事業法の規定に

 　基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目を修めて

 　卒業した者

６ 第１種電気工事士の資格を有する者

７ ２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

８ 第２種電気工事士（旧電気工事士）以上の資格を有する者

・

・

・

・

<1.3.4>

９ 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電気

　 工学以外の工学に関する学科において一般電気工学(実験を含む)に関する

　 科目を修めて卒業した者

この工事現場には､下記の資格を有する工事用電力設備の保安責任者を選任する。

建築改修工事特記仕様書

工事概要

地下1階　地上3階建

・法令に基づく有資格者

項　　目
本

工事区分

名　　称

施工対象工事は，次表により区分する。

ボイド等　　　

電

床スラブスリ－ブ入れ　　　　　　

区　　分

摘　　要

機

備　　考

鉄筋切断及び補強筋入れ　　　　　同上開口部補強　　　　

　　　　〃　　　　　　

　　　　〃　　　　　　

既存床コア抜き

既存壁コア抜き

ボイラ、冷凍機等機械設備　　　

自家発電機その他電気関係機器　　

　　　　　　　　　　　関係機器

　　　　　　型枠入れ　

一般機器類の基礎　　　 配筋・アンカ－ボルト・仕上共

墨出し共　　　

墨出し共　　　

　　　　　　型枠入れ　

盤等重量物の下地補強 露出型器具取付用

天井点検口　　　　　　 点検口取付及び、開口部補強　　　

軽量鉄骨下地開口部補強

　　　　〃　　　　　　

軽鉄下地開口部墨出し

機械設備関係開口部

電気関係開口部

天井及び壁、ボード切開

等の切開

開口補強を必要としないボード

（含む排水金具、トラップ）

洗面器等取付化粧板　　

水切板ステンレス製

陶器製　　　　　　　　　　　　　

生活排水、実験排水管　 建物及び第１桝までの配管　　　　

同穴あけ共　　

防火区画貫通部補修

機器・配管取付後の壁、床

等の補修

モルタル充てん等

流し台、ミニキッチン本体、

水切

流し台

給排水用

機器用アンカ－ボルト　

機器用アンカ－ボルト　

換気扇取付　　　　　　 ダクトのあるもの　　　　　　　　 天井扇等　　　

換気扇用スイッチ

インサート コンクリート床

工

事 械気

照明器具等

空調吹出口

同上用配管接続

第１桝までの配管

　　壁・床等の補修　　

機器・配管取付後の　　

電気錠操作盤

電気錠操作盤配管配線

電気錠

電気錠配線配管､接続

読取装置共

配管配線､接続ボックスまで

操作盤～接続ボックスまで

中央監視装置本体 関係機器､関係機器間配線を含む

中央監視装置本体用電源配線

中央監視装置本体用信号線

一次側

各メーターから装置まで

改修建物電気切り離し

電気設備機器・配線等撤去
照明器具等

壁・天井と一体の電気配管配線の撤去

1次側配線配管
衛生器具等

1次側配管

機械設備機器・配管撤去

改修建物機械機器切り離し

壁・天井と一体の配管・ダクト等の撤去

1 1検体

そ

他

コンクリ－ト穴あけ

騒音・振動等と伴う工事は監督職員と協議の上実施すること。

福利施設棟

模様替

RC造一部S造

(607.07)㎡

(1,404.67)㎡

91㎡

地上3階建

建具改修

内装改修

塗装改修

1 1検体

担 当

設計番号 委託名

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士 NO.

作成日

浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長

課

佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

各工程において随時 各工程終了時に施工者の自主検査を行い

報告書を提出すること。

（原図）

製本（Ａ１）

製本（Ａ３）

１

３

A3:　-

特記仕様書 １
A1:　-

特-01

建具改修

内装改修

塗装改修

環境配慮改修 環境配慮改修

の

19



<2.2.1>

２章　仮設工事

足場その他 　足場を設ける場合は，手すり据置き方式又は手すり先行専用足場方式とする。また，併せ

て，足場の外側及び内側(躯体側)の両方に手すり，中さん及び幅木の機能を有するものを設

置することとし，幅木はメッシュシート，防音シート及び防網等の有無の関わらず設置する

こと。

５章　建具改修工事

鍵 マスターキー

　・作製する　　・作製しない

グランドマスターキー

　・作製する　　・作製しない

<5.7.4>

材質，形状

及び寸法 製作所

建具用金物
<5.7.2>

・モノロック

・本締り付モノロック

・シリンダー箱錠

　(ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙを含む)

・シリンダー本締り錠

・空錠

・押棒，押板

ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ，ｽｲﾝｸﾞｻｯｼの金物の種類 ﾊﾞｯｸｾｯﾄ(㎜)

６章　内装改修工事　

タイルカーペット

種別 パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜)

　・6.5 ・500×500 ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

 ・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

 ・　　種

 ・　　種

 ・適用しない

製造所・製品名電気抵抗(Ω)

７章　塗装改修工事　

材料

<7.1.3>

防火材料の指定

塗料は，ホルマリン不検出のものとし，有機溶剤の含有の少ないものとする。

　・屋内の壁，天井の仕上げ材は，防火材料とする。

　・次の箇所は防火材料とする。

・25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包)

軒天用

内部用

・25

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(GW-B)

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(RW-B)
吸
音
材
料
・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(DR)

・

・木目模様

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

特殊

普通

テーパーエッジ
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
製
品

 名称 　　　　　種　　類

　・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-S)

　・強化せっこうボード(GB-F)

　・せっこうラスボード(GB-L)

 ・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

　　　　　厚さ（mm）

 ・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

 ・9.5

　　　　　　　　　　　(GB-NC)

　・化粧せっこうボード(GB-D)

　・不燃積層せっこうボード  ・9.5(不燃)

 ・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

 ・9.5(不燃)

　・せっこうボード(GB-R)

スクェアエッジ

<6.13.2>

材料 せっこうボード，その他ボード及び合板張り

　　規格，区分等

 ・12.5(不燃) ・12.5(準不燃)

・12.5（不燃）　・　

模様なし

トラバーチン

 ・9.5(準不燃)　・　

１号

２号　３２Ｋ

普通

立体模様

普通

立体模様

・12（不燃）　・　

・12（不燃）　・　

・ 9（不燃）  ・　

・ 9（不燃）  ・　

施工箇所

タイルの形状，寸法，きじの質及び工法等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

き　じ 役　物 色
　寸法(mm)
　形状・　 工　　法

工 法 名
製造所
　・製品名

＜6.16.3＞

陶磁器質

タイル張り

　試験張り　　　・行う　　　・行わない

　見本焼き　　　・行う　　　・行わない

材料

※施工箇所の下線は，耐凍割性があるものを示す。

50mm以上

50mm以上

50mm以上

（既存のキープランと整合させること）

美和ロック

（既存錠と同一メーカーとする）

〃

〃

1

タイルカーペットB 東リ GA-100

サンゲツ NT-700S

タジマ タピススタイル 又は同等品

12
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種別 ・かぶせ工法　　・撤去工法（・はつりによる撤去　・油圧工具等による撤去）

<5.1.3>

改修工法

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

・　　　

性能等級

耐風圧性

・Ｂ種・Ａ種 ・Ｃ種

・Ｓ－５ ・Ｓ－６　・　　　・Ｓ－４ ・　　　

・７０　　・１００ ・１００　・　　　

気密性

水密性

枠の見込み寸法(㎜)

・Ｗ－４　・　　　 ・Ｗ－５　・　　　

・Ａ－３　・　　　 ・Ａ－４　・　　　

<5.2.2>

性能及び構造

<5.2.4>

形状及び

仕上げ

<6.8.2>

材料

種　類

下記以外のビニル床シートは，種類ＦＳ，柄は無地，厚さ2.0mmとする。

厚さ(ｍｍ)性　能

複層ビニル床シート FS 2.0

複層ビニル床シート FS 2.0

ﾉﾝﾜｯｸｽ

耐熱･防滑 模様

模様

柄 施工箇所

ﾉﾝﾜｯｸｽ：東ﾘ ﾉﾝﾜｯｸｽﾘｭｰﾑNW・ｻﾝｹﾞﾂ　ｸﾞﾗﾆｯﾄ・ﾛﾝｼｰﾙ工業 ﾛﾝﾘｳﾑ　ｺｰﾃﾞｨｰCT同等品

事務室・ラウンジ・打合せ室

耐熱・防滑：東ﾘ NSｼｰﾄ NS4400 ｱｸｱﾄﾚｯﾄﾞ・ﾀｼﾞﾏ ｸﾘﾅ・ｻﾝｹﾞﾂ ﾆｭｰｾｰﾌﾃｨ同等品

厨房・ﾍﾞｰｶﾘｰ厨房

材料

<6.9.3>

外部に面する建具 　・Ｂ－１種

　・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

表面処理

建具

屋内の建具 　・Ｃ－１種

　・Ｃ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

<5.2.3>

材料 防虫網

材料

<5.3.3>

　　線径(㎜)　　　　　・0.25以上　　・　

　　網目(メッシュ)　　・16～18　　　・　

<5.4.2>

性能及び構造 外部に面する鋼製建具の耐風圧性

<5.6.3>

材料 ステンレス鋼板

　　・SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　・SUS430

Ｓ-６

<5.6.4>

形状及び仕上 表面仕上げ

　　・ＨＬ仕上げ　・　

<5.6.5>

工法 曲げ加工

　　・普通曲げ　・角出し曲げ(補強あり)

 ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ  ・2.5　・3.5

 ・5　　・7

 ・2.5　・3.5

 ・5　　・7

 ・ﾃｰﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・内装用化粧ハードボード

・外装用化粧ハードボード

 ・2.5　・3.5　・5　・7

 ・5　　・7

Ａ級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ  ・9　　・12

 ・15 　・18

・シージングボード

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

 ・3 ・7 ・9 ・12 ・15

 ・18 ・21 ・24 ・30

 ・30・35・40

 ・10・12・15・18・20

 ・10(難燃) ・12(難燃)

 ・15(難燃) ・18(難燃)

 ・20(難燃) ・25(難燃)

 ・30(難燃) ・35(難燃)

 ・40(難燃)

・ＭＤＦ

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド

(

硬
質
繊
維
板)

(

軟
質
繊
維
板)

素
地
ハ
ー
ド

ボ
ー
ド

 ・未研磨板

 ・研磨板

 ・未研磨板

 ・研磨板

 ・素板

 ・天井仕上げ材

 ・内装仕上げ材

 ・押入収納内装材

 ・無研磨板

 ・研磨板

 ・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ

 ・塗装

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

材料

<5.13.2>

材料板ガラスの種類

　・磨き板ガラス　　・熱線吸収磨き板ガラス

　・フロートガラス　・熱線吸収フロートガラス

強化ガラス

材料板ガラスの種類

　フロート強化ガラス

　板強化ガラス

熱線吸収板ガラス

　・熱線吸収フロート板ガラス

　・

　・ 　・ブルー　・グレー　・ブロンズ

　・グリーン

厚さ(㎜) 色調

複層ガラス

　・

　・断熱複層ガラス

材料板ガラス

材料板ガラス

４

７

熱線反射板ガラス

　・熱線反射

色調

　・高性能熱線

　　ｶﾞﾗｽ

　　反射ｶﾞﾗｽ

種類 映像調整

　・１種

　・２種

　・３種

　・内面

　・外面

　・ブルー

　・グレー

　・ブロンズ

　・行う

　・シルバー

　・ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類

素材が強化又は倍強度ガラスの場合の製造所

種　　類

下端 下端以外

建具可動部建具固定部

下端下端以外

ガラス厚 面クリア
ランス

(ｍｍ)(ｍｍ)

掛り代

(ｍｍ)

エッジクリアランス(ｍｍ)

ガラス溝の・

寸法，形状等

ガラス溝の寸法，形状等

・倍強度ガラス

（注）数値は最小値とする

７ ７ ３

<5.13.3>

５+５ ４ １５
・複層ガラス

・単板ガラス
３４6.8 ５ ４ 6.5

　・5+A6+5 　・フロートガラス

材料板ガラスの種類 厚さ(㎜)

<9.1.5>

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有・

成形板の除去

アスベスト含有成形板の処理を行う範囲は図示による。

室名

アスベスト含有成形板の集積・運搬等

４章　収集運搬」及び次の事項に基づき実施する。

アスベスト含有成形板の処分等

中間処理」，「第６章　最終処分」及び次の事項に基づき実施する。

処理を行うアスベスト含成形板等の仕様

ビニル床タイル・石膏ボード・ケイカル板

９章　環境配慮改修工事

現場発泡工法

断熱材

<9.5.3>

　厚さ(mm)

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

施工箇所種　　類

・２５ 外壁面・Ａ種１

２０章　ユニット及びその他工事

材　　　料

<20.2.2>

フリーアクセスフロア

施工箇所

構成材

　形状寸法(mm)

　高さ(mm)

・0.6　　・1.0　許容水平力（G)

　耐荷重（N） ・3000　・5000

事務室

・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ
　表面
　仕上げ材

 ﾎﾞｰﾀﾞｰ部 ・一般部分の仕様に準ずる

 一般床部 ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・　

・図示 ｽﾛｰﾌﾟ

・50

・500×500

スチールパネル製支持脚タイプ

A3:　-

特記仕様書 ２
A1:　-

特-02

・

材種

・目地ﾀｲﾌﾟ

・額縁ﾀｲﾌﾟ

内枠外枠

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

形式

・

寸法

・450×450

・600×600

・屋内外用

・屋内用

・一般形

・密閉形

(品質・性能・試験方法)建築材料等品質性能表による

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

天井点検口

７
・強化ガラス

３５５ ７ ７ １０

・6.0・0.8けい酸ｶﾙｼｳﾑ板(0.8FK)
・

繊 

強 

セ 

ン

維 

化 

メ 

ト

 ・天然木化粧合板 化粧単板　・0.3未満　・　

 ・特殊加工化粧合板

・

 ・

・木毛セメント板  ・15　　・20

 ・25　　・30

・木片セメント板  ・12　・15　・18　・21

 ・30

セ
メ
ン
ト
板

木
質
系

難
燃
合
板

合
板

 ・なら　・しおじ

 ・ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

 ・

 ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

 ・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

 ・普通木片ｾﾒﾝﾄ板

 ・硬質木片ｾﾒﾝﾄ板

特
殊
合
板

 板　　　　・4.2　　　・　

・4.0

スチール製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

製造所，製品名　三和シャッター　スチールパーティション70　KSP-３－PW21S、

W=1200,1500流し台

製造所，製品名　サンワカンパニー　クドハーン、クリナップ　クリンプレティ、

　・耐熱強化ガラス

販売ｽﾍﾟｰｽ・湯沸室

厨房・ﾍﾞｰｶﾘｰ厨房には、ツヤノンワックス（抗菌）すること

　　アスベスト含有材があった場合、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

　　並びに関連法令に従い適正処理を行うものとし、事前に処理計画を提出

　　し、監督職員の承諾を得ること。

サンウェーブ　GKシリーズ　同等品

廊下 100×200

コマニー　イーユーピー、小松ウォール　HW-LUX80SP　同等品

屋根下面：ラウンジ・打合せ室
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浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

3000 3000 3000 3000 3000 3000 3000

8 1411

380

7 9 10 12 13

W=1200

W=2240380 380 W=2240380 380 W=2240 380 W=2240 380380 W=2240380 W=2240380 380 380 W=6001200 1200

25

150

W=
80
0
20
0

350350

15
0
30

10
7

W=800W=800 W=750

W=
80
0

20
0

40
0

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｶｳﾝﾀｰ 4400×600：撤去

W=800 W=750W=750W=750W=750

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｶｳﾝﾀｰ 930×600：撤去

35

175

22
5

250

RC作業台：撤去

60
0

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

LGS75+石綿珪ｶﾙ板t8+8+EP 壁：撤去

床：既存撤去

流し台：撤去

LGS75+石綿珪ｶﾙ板t8+8+EP 壁：撤去

±0±0

-20

20
00

床：既存のまま
25
0

27
50

2200

-100 21
65

500

(ｻ
ｯｼ
芯
)

RC作業台：撤去

工事範囲

天井：撤去（下地とも）

1
2

1

111 2

3

3

（ﾌｰﾄﾞとも）

CH=2400

CH=2550CH=2550

天井：撤去（下地とも）

CH=2550

B

E

D

30
00

35
60
00

25
0

57
50

25
0

27
50

5700

3 4

150

5430

665W=1700

135

325

2793

150

19
50

22
50

W=1700665 700

1018

135

36
50

W=1590

150150 5400

13
5

35
15

10
0B

12
65

±0

±0

60
0

工事範囲

1

CH=3000

CH=2450

3000 3000 3000 3000 3000 3000 3000

8 147 9 10 11 12 13

W=2240380 380 W=2240380 380 W=2240380 380 W=2240380 380 W=2240380 380 W=2240380 380 W=6001200 1200

25

150

W=
80
0
20
0

350 350

30
15
0

34

175

22
5

250

+55

W=900

W=900 250

250

W=1200W=780 W=1200

W=
90
0

±0

10
0

54
20
00

46

W=800

+55

21
66

100

22
00

500

3500

251

3295

+55

±0

25
0

27
50

2200

±0

(ｻ
ｯｼ
芯
)

60
0

工事範囲

72

72
25
12
0

20
0
72

CH=2700,2645

CH=2700
CH=2700

CH=2645

CH=2645

S-01 S-01 S-01

S-03

S-02

5700

3 4

打合せ室

325

19
96

5430

665665 W=1700

135

150

22
50

W=1700700

135

36
50

150150
150

35
15

13
5

10
0B

12
65

445W=1200

19
50

105

+2

10
0

60
0

工事範囲

CH=2700

S-02

B

E

D

30
00

35
60
00

25
0

57
50

25
0

27
50

A-03

【改修前】講義実習棟１階　事務室・次長室　平面図 【改修前】講義実習棟１階　倉庫・ラウンジ（２）　平面図

Ｎ

【改修後】講義実習棟１階　学務課事務室等　平面図 【改修後】講義実習棟１階　打合せ室　平面図

Ｎ

撤去部分を示す

±0 FLからの高さを示す

RC

CB化粧積

《 凡 例 》

d 展開方向

ａ

b

c

d

d 展開方向

ａ

b

c

d

A1：1/ 50
A3：1/100

ALC

LGS壁

床はつり部分を示す

【改修前】建具符号

【改修後】建具符号

S-01 サイン符号



担 当

設計番号 委託名

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士 NO.

作成日

浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長

課

佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

75
57
5

ラウンジ（１）

10 13 1411 12

12000

W=900

60
0

21
20

70
70

21
20

20
0

21
20

W=
65
00

350W=2000 W=2300650

3000

350 W=2000

3000

350 650

3000

350

3000

CH=2700

CH=2800

W=2240

W=
90
0

24
00

80
0

295

20
0

17
0

289060

250

71
30

2890110 60110

29
5

天井カーテンレール：撤去

21
00
(梁
ま
で
)

200 250

天井：撤去（下地とも）

工事範囲

上部ピクチャーレール：撤去
床：既存のまま

建具：撤去

LGS65+PB12.5+9.5+EP-G
　　GW t=50 24kg 充填 壁：撤去

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

±0

+10

4

石綿珪ｶﾙ板 t8+8のみ撤去
（ラウンジ側のみ）
（三方枠既存のまま）

CH=2700,2800

±0
CH=2800

床：既存のまま

天井：撤去（下地とも）

天井：撤去（下地とも）

CH=2700

床：既存のまま

（梁）

床はつり範囲：FL-120

ｱﾙﾐ建具・ｶﾞﾗｽ：撤去

ｱﾙﾐ建具・ｶﾞﾗｽ：撤去 ｱﾙﾐ建具・ｶﾞﾗｽ：撤去

ｱﾙﾐ建具・ｶﾞﾗｽ：撤去

Y

G

J

F

52
50

73
00

52
50

75
57
5

10 13 1411 12

12000

60
0

21
20

70
70

21
20

21
20

20
0

W=
65
00

W=
90
0

350 W=2300W=2000650

3000

350 W=2000

3000

650350

3000

350

3000

CH=2700

CH=2800

W=2240

71
30

ラウンジ

19
85

80
0

20
0

17
0

60 2890

250

2890

50
00

110 60110

250200

296 W=1200

23
00

2755

+5

85
06

255

55
00

46

5954

20
40

29
60

30
15

100

6296

(梁)

工事範囲

±0

+5

+55

+55

32
10

50
50

35072

350200

10
0
60
0
16
0

380

10010
0

W=1200

工事範囲

CH=2795,2895

CH=2800,2700 CH=2695,2645

S-01

S-01

あと施工ｱﾝｶｰ(接着系)
SD295A D10@300 縦横ﾀﾞﾌﾞﾙ

Y

G

J

F

52
50

73
00

52
50

A-04

Ｎ 【改修前】講義実習棟１階　ラウンジ・ミーティングルーム　平面図 【改修後】講義実習棟１階　ラウンジ・入試課事務室　平面図Ｎ

d 展開方向

ａ

b

c

d d 展開方向

ａ

b

c

d

A1：1/ 50
A3：1/100

撤去部分を示す

±0 FLからの高さを示す

RC

CB化粧積

ALC

LGS壁

床はつり部分を示す

【改修前】建具符号

【改修後】建具符号

S-01 サイン符号



担 当

設計番号 委託名

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士 NO.

作成日

浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長

課

佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

1200

6000 6000 6000

2 3 4 5

60
00

A

W=1500130

545

1700 70 758 70 758 1700

330W=5125

70

330

1700 70 878 45 878 70 1700

330W=5340

60 90

15

60 60 75 75

60
90

50
50

15
00

3000 3000

1735

1200

30
0

10
00

50

10
00

300

50
0

500×500×t=15 撤去

12
00

排水口W=300 FL-150

900 W=800

17
60

45
5
W=
12
00
10
5

1250

12
055
0

27
5
27
5

上部：既存管理ｼｬｯﾀｰ：撤去

排水ピット
水上FL-200

見切:L-30×30×3 SUS製

2965 85 600

溝蓋:鋳鉄製
排水ピット

排水桝600×600
FL-900

B

【改修前】福利施設棟１階　平面図

A-05
A1：1/ 50
A3：1/100

-150

-50～-80
±0

±0

W=
60
0

10
5

105

SUSｶｳﾝﾀｰ t=40：撤去

消化栓

225

Ｎ

排水ピット
水上FL-400

（新設）

既存ｱﾙﾐ建具：撤去

冷蔵庫：撤去

CB壁：撤去

木建具：撤去

【別途工事】

（既存のまま）

15
00

12
40

55
0

27
5
27
5

ｶｳﾝﾀｰ下腰壁：撤去
SUSｶｳﾝﾀｰ t=40

（既存のまま）

6000 6000 6000

2 3 4 5

60
00

A

9090

585

7381680 677 1680

W=5045 370

90

370

1700

60

90 810 60 810 90 1700

370W=5260

60 90

15

60

60
7575

50

90

3000

130

50

15
00

W=1500

3000

1735

1200

30
0

10
00

900 W=800

W=
12
00
10
5

12
055
0

27
5
27
5

2965 85 600

B

±0

±0

消化栓

225

105

100

150

30
00

15
00

21
5

±0

1200
785

Ｎ

【改修後】福利施設棟１階　平面図

天井：撤去
（下地とも）

《 凡 例 》

鋼製枠：撤去

（既存のまま）

1 2

5

6

7

67
0

1

撤去部分を示す

±0 FLからの高さを示す

RC

CB化粧積

ALC

LGS壁

d 展開方向

ａ

b

c

238 5762

W=700 W=3500

28
00

32
00

W=500

（既存のまま）

±0

CH=2750,2700

直天

CH=2700

CH=2700

CH=2700

直天

床はつり部分を示す

床はつり範囲
既設FL-200（軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ）

床はつり範囲
既設FL-200

床はつり範囲
既設FL-200

床はつり範囲
既設FL-200

既存ｱﾙﾐ建具：撤去壁はつり500角

壁はつり部分を示す

55
5

70
0

（既存のまま）

500×500×t=15 撤去
溝蓋:鋳鉄製
排水ピット

【改修前】建具符号

【改修後】建具符号

S-01 サイン符号

S-03

（軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ）



担 当

設計番号 委託名

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士 NO.

作成日

浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長

課

佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

フリーアクセスフロア １／１０F-01

見切目地は記入がなければステンレスSUS304  6×12とする

１／５

見切目地

足金物@300

床見切A（SUS）

見切目地

F-04

Ｈ

入
隅
処
理

Ｈ寸法 厨房：100ｍｍ

軽鉄下地

下地ボード　厚12.5

仕上ボード　厚12.5

ジョイナー

床シート立上げ

ジョイナー ポリ塩化ビニル製既製品　

（ビニル系シート・軽鉄下地）
床材立上げ

１／５ビニル巾木 １／５

60 60

<タイルカーペットタイルの場合><シート・塗床の場合>

フラットタイプ

F-05

Ｈ寸法 60mm 又は 100ｍｍ

本図部材は、スタッド高さ=4000以下の場合を示す

軸組

a.頭部(野縁と直角の場合)

a.頭部(野縁と平行な場合)

150以内

b.脚部

ス
タ
ッ
ド
高
さ

天井面

b

a

-65×45×10×0.8
@450

67×40×0.8-60×30×10×2.3
開口部補強材 ランナー

スタッド
振止め

開口部補強材

振止め

25×10×1.2 @1200

67×40×0.8

野縁受
野縁

ランナー

下張りボード

67×40×0.8

シングル野縁

野縁受

ダブル野縁

ランナー

仕上ボード

仕上ボード

下張りボード 天井面

スペーサー
@600程度

打ち込みピン@900

巾木

軽鉄壁下地　（下地張り有り）

タッピンねじ
@900程度

150以内
天井面

２室の天井高が異なる場合

W-01

450

ロックウール系充填材

炭酸カルシウム系又はウレタン系充填材

65
12
.59
.5

12
.5
9.
5

10
9

グラスウール24kg/㎥ 厚50

１時間耐火

TLD50性能相当遮音性能

１／１０

450

ロックウール系充填材

炭酸カルシウム系又はウレタン系充填材

53
12
.59
.5

10
0

１／１０

450

  + 石膏ボード  9.5

ロックウール系充填材

炭酸カルシウム系又はウレタン系充填材

65
12
.5
9.
5

12
.5
9.
5

10
9

告示　1380号１時間耐火

１／１０ W-03

W-14

W-02 耐火壁 A 耐火壁B　（遮音壁）

片面張壁 B

同等品

１／１０

450

１／１０ １／１０

間仕切壁 A

間仕切壁 B 間仕切壁 C

PS
EPS

天井面天井面

65

W-05

W-06 W-07

12
.5
12
.5

12
.5

12
.5

450

天井面

65
12
.5
9.
5

軽鉄下地

（軽鉄下地）
ボード張り

１／５

継目処理（平滑処理）
ジョイントコンパウンド

せっこうボード 厚12.5

１／５
（軽鉄下地 二重張り）
ボード張り

せっこうボード　厚9.5

軽鉄下地

下張ボード
強化せっこうボード　厚12.5

継目処理（平滑処理）
ジョイントコンパウンド

継目処理 突付けＶ目地工法 継目処理 突付けＶ目地工法

１／２成形材回り縁

目地巾は、記入がなければ12mmとする

回　り　縁

仕上ボード

回り縁

壁仕上

塩ビ製　既製品

（450ピッチ以内）

35

アンカー

アルミ製 既製品（アルマイト仕上）レール

ブラケット

（ＲＣ壁の場合） （ＬＧＳ壁の場合）

ブラケット
（450ピッチ以内）

ボルト6φ@450

補強材

１/２ピクチャーレール

5

30

35

30

5

１／５
コーナーガード

50

50

60
天
井
面
ま
で

巾木

樹脂材

(ボード部)

見切材種

3

3

10

RC打放+撥水材

5

ピン角

65

柱・壁 取合い
(RC+ボード部)

55

１／５W-08 W-09 W-10 W-11

W-12 W-13

45

ボード目地

柱型打放仕上の場合柱型をボードで隠す場合

樹脂製

標準詳細図１ A-06
A1：－
A3：－

強化石膏ボード 12.5
  + 石膏ボード  9.5
強化石膏ボード 12.5

  + 石膏ボード  9.5
強化石膏ボード 12.5

  + 石膏ボード  9.5
強化石膏ボード 12.5

告示　1380号

現場発泡断熱材 t25

25

  + 石膏ボード  9.5
強化石膏ボード 12.5

26H

11
47
8

11

50
0

11 478 11

500

6.
5

F-03１／５

増打寸法は、記入がなければ10mmとする

モルタル下地の場合

30

（
増
打
）

床材仕上げ（１）

コンクリート直均し
下地の場合

仕上材

FL

SL

15

仕上材仕上材

下地モルタル

天井面天井面 天井面天井面

PS
EPS

450

天井面

65
12
.5
12
.5

シージング石膏ボード 12.5+12.5

12.5+12.5
シージング石膏ボード

12.5+12.5
シージング石膏ボード

シージング石膏ボード 12.5+12.5

450

ロックウール系充填材

炭酸カルシウム系又はウレタン系充填材

50
12
.51
2.
5

10
0

１／１０W-04 片面張壁 A

現場発泡断熱材 t25

25

天井面

  + 石膏ボード  9.5
強化石膏ボード 12.5

F-02



C-01 C-02 ブラインドボックスB

15 W

L型金物
アルミ既製品

H

FB-30x3@600

インサート

吊りボルト@900程度

L-30x30x3

ｼﾅ合板ﾌﾗｯｼｭ t25

3

10

25

見え隠れ鉄部はすべて防錆塗装とする。(軽鉄下地を除く)

ｼﾅ合板ﾌﾗｯｼｭ t25

L

150

150

150

150

0

0

150

150

50130

h/15+90

h/15+90

200

h/15+90

100

100

100

W H

100120

120

160

220

120

120

220

220

130

・ドレープ及び暗幕は交差レールを使用する。

　カーテンのたたみ寸法を示す。

・Ｌはカーテンボックスの長さが6000程度で、開閉が引き分けの場合の

・ベネシアンブラインドの建具開口部寸法による。

レース

ケースメント

ドレープ又は暗幕

レース＋ドレープ

ベネシャンブラインド　（手動）

ベネシャンブラインド　（電動）

ドレープ＋ベネシャンブラインド（手動）

暗幕＋ベネシャンブラインド

ロールスクリーン

番号番号

9

8

7

6

5

4

3

2

1

カーテンボックスA・C　標準寸法　一覧表

ボックス標準寸法 -参考

特記外 3 適用

ブラインドボックスA

W

H

FB-30x3@600

インサート

吊りボルト@900程度

L-30x30x3

ｼﾅ合板ﾌﾗｯｼｭ t25

10

25

ｼﾅ合板ﾌﾗｯｼｭ t25
10

15

材質・仕上 米栂積層材　WP塗装

見え隠れ鉄部はすべて防錆塗装とする。(軽鉄下地を除く)

<右記以外>

45 2 40 3

H(
床
仕
上
げ
ま
で
)
25
15

10 10

40
2
3

45

W25
15

丁番の場合
ピボットヒンジ
の場合

10
10

25 3

25
3

鋼製建具枠
１／５

Ｄ－１２－４

D-01 １／５

W/H25

10
10

鋼製三方枠、一方枠

枠材質

枠仕上

下地壁詳細
（サッシ廻り）

20

45 15

60

外部

内部

15

桧見切材

D-03

※その他面 付サッシ部も内部は同様

25

W

W 45

70 15

85

外部

内部

1525

W

W

＜内壁打放し壁の場合＞ ＜内壁ボード壁の場合＞

55

80 15

95

外部

内部

15

額縁

25

W

W

＜内壁ボード壁（防露壁）の場合＞

額縁額縁

St-PL1.6　

SOP

D-04

１／５

材質・仕上 米栂積層材　WP塗装

25

W

15
10

70
(8
5)

下記建具符号部以外、幅85とする。

11095

(85)70
15
45

10

10

15

15
25

L型金物

10

25

10

アルミ製既製品

15

25

D-02 窓枠廻り・額縁

25
15
10
35
20
10

ボード二重張りについても本図に準ずる

額縁種別 仕上表による　特記外木製（米栂）WP塗装

70

１／５

11
5

木製額縁

50

アルミ製押出し型材

防水モルタル

55

55

両端小口蓋

額縁幅
AW-12:幅105,AW-52:幅165,SD-31・33:幅165

※額縁廻り：屋内ふかし壁仕上となるSD,ADも同様とする。
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浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359
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標準詳細図２ A-07
A1：－
A3：－

学 務 課

在室表示（ｽﾗｲﾄﾞ式）付き
ｔ3+ｔ3マットアクリル加工
表示シートベタ貼

本体：カッティングシート文字

表示内容・Ｗ寸法は打合せにより決定とする。

250

25
0

11
0

40

14
0

アクリルｔ6 + ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ巻込貼

250

25
0

11
0

14
0

40打合室

アクリルｔ5 + ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ巻込貼

室名札１（平付型）S-01 １／５ 室名札２（平付型）S-02 １／５

30

W

30

バックヤードサインS-03 １／１
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【改修前】講義実習棟１階　展開図１ A-08

撤去部分を示す

±0 FLからの高さを示す

展　開　図展　開　図a b

展　開　図c

事務室・次長室・倉庫(1) 事務室

事務室・次長室 事務室

展　開　図d

展　開　図d

次長室

A1：1/ 50
A3：1/100

展　開　図a

湯沸室

展　開　図b

湯沸室

展　開　図c

湯沸室
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200

14

3000

13

250

GJ
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38
00

2954754
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0

82
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H=
24
20

15
00

16
5

11
51FL
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5700
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5700

4 43

5430135 1351353515
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00
0

13
75

10
50

25

20
00

600
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【改修前】講義実習棟１階　展開図２ A-09

撤去部分を示す

±0 FLからの高さを示す

A1：1/ 50
A3：1/100

展　開　図a

倉庫(2)

展　開　図b

倉庫(2)・ラウンジ(2)

展　開　図c

倉庫(2)

展　開　図c

ミーティングルーム

展　開　図b

ミーティングルーム

展　開　図a

ミーティングルーム

a 展　開　図

ラウンジ（１）

a 展　開　図

ラウンジ（１ａ）

b 展　開　図

ラウンジ（１ａ～１）

d 展　開　図

ラウンジ（１ａ～１）



担 当

設計番号 委託名

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士 NO.

作成日

浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長

課

佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

6000

2 3 4 A B

4 3 2 B A

6000 6000

3000 6000 6000 6000

39
00

3000

20
00

50

10
50

60
0
10
50

50
13
00

40
0

10
0

80
0

80
0

90
0

50
0

80
0

300
300 55
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展　開　図a

厨房

1FL
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0

展　開　図b

厨房

展　開　図c

厨房

展　開　図d

厨房

39
00

50

1FL

CH
=2
70
0

A-10【改修前】福利施設棟１階　展開図
A1：1/ 50
A3：1/100

50

15
0

1000
1200

A B

6000

80
0

300

300

55
0

展　開　図b'

倉庫～厨房（冷蔵庫側）

CH
=3
75
0

CH
=2
70
0

20
00

20
00

432

60006000

10
50

60
0
10
50

展　開　図a

学生食堂

39
00

1FL

CH
=2
70
0

上部：既存管理ｼｬｯﾀｰ：撤去

消化栓

排気フード用下り壁
LGS+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt4貼 EP：撤去

ｶｳﾝﾀｰ上 下り壁
LGS+石綿ｹｲｶﾙ板t6+6 EP吹付

ｱﾙﾐ額縁：撤去

ｱﾙﾐ建具：撤去

木建具：撤去 木建具：撤去

壁：撤去

冷蔵庫：撤去

ｱﾙﾐ建具：撤去

ｱﾙﾐ額縁：撤去

木建具：撤去

（撤去後壁補修+EP-G）

【別途工事】

既存管理ｼｬｯﾀｰ：撤去

ﾌﾟﾚｰﾄ置場：撤去

天井：撤去

ｱﾙﾐ額縁：撤去

ｱﾙﾐ建具：撤去

90
0

215

SUSﾊﾟｲﾌﾟ（既存のまま）

天井：撤去 天井：撤去 天井：撤去

ｶｳﾝﾀｰ上 下り壁
LGS+石綿ｹｲｶﾙ板t6+6 EP吹付

：撤去天井：撤去

SUS製 角ﾊﾟｲﾌﾟ100×100

天井：撤去

木枠 ﾀﾓ FCL 25×150×5180木枠 ﾀﾓ FCL 25×150×5410：撤去

ｶｳﾝﾀｰ上 下り壁・木枠：撤去

【別途工事】

鋼製枠：撤去

SUSｶｳﾝﾀｰ・腰壁
（既存のまま）

撤去部分を示す

±0 FLからの高さを示す

RC

CB化粧積

《 凡 例 》

ALC

LGS壁

扉（既存のまま）
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0
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（既存のまま）

（既存のまま）
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壁：はつり 壁：はつり 壁：はつり

壁はつり部分を示す
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00

壁：はつり

50
0
10
00
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【改修後】講義実習棟１階　展開図１
A1：1/ 50
A3：1/100

展　開　図
展　開　図a

b
印刷室・学務課事務室・収納庫

学務課事務室・相談室

展　開　図 展　開　図

打合せ室打合せ室

b c展　開　図a

打合せ室

展　開　図c

湯沸室

展　開　図b

学務課事務室・収納庫 学務課事務室

展　開　図d

湯沸室

展　開　図c
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【改修後】講義実習棟１階　展開図２
A1：1/ 50
A3：1/100

a 展　開　図

ラウンジ

a 展　開　図

入試課事務室

c 展　開　図

b 展　開　図

ラウンジ・廊下

b 展　開　図

d 展　開　図

ラウンジ・廊下

入試課事務室 入試課事務室

a 展　開　図

廊下
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長

課

佐

係

長

担

当
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A-13
A1：1/ 50
A3：1/100
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±0 FLからの高さを示す
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ベーカリー厨房・販売スペース
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【改修後】福利施設棟１階　展開図

上部：管理シャッター（新設）
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浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長
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佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典
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15015019
50

22
50

36
50

150150 5400

13
5

35
15

10
0

12
65

60
0

工事範囲

5700

3 4

325

5430 135135

B

倉庫(2)

5

2450

1

3000

B

E

D

30
00

60
00

34

25
0

57
50

25
0

27
50

25

150

350350

15
0
30

10
7 35

22
5

60
0

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

25
0

27
50

2200

(ｻ
ｯｼ
芯
)

工事範囲

天井：撤去（下地とも）
天井：撤去（下地とも）

天井：撤去
（下地とも） 天井：撤去

（下地とも）

3000 3000 3000 3000 3000 3000 3000

8 147 9 10 11 12 13

175 250

1

2550

湯沸室

3

2400

倉庫(1)

3

2550

1

2550

Y

G

F

J

52
50

73
00

52
50

75
57
5

CH=2700

CH=2800

24
00

295

20
0

17
0

250

71
30

29
5

天井カーテンレール：撤去

21
00

200 250

天井：撤去（下地とも）

工事範囲

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：撤去

天井：撤去（下地とも）

10 13 1411 12

30003000 30003000

60 28902890110 60110

1

2700,2800

4

2700

2

2800

上部ピクチャーレール：撤去

60 90

15

60 60 75 75

60
90

50
50

15
00

17
60

1250

12
0

上部：既存管理ｼｬｯﾀｰ：撤去

225

（新設）

15
00

12
40天井：撤去

（下地とも）

厨房

6

2700,2750

6000 6000 6000

2 3 4 5

60
00

A

3000 3000

1735

B

倉庫

7

直天

Ｎ

工事範囲 工事範囲

CH=2700CH=2750

【改修前】天井伏図 A-14
A1：1/ 60
A3：1/120

Ｎ

【改修前】講義実習棟　ラウンジ(1)・ミーティングルーム　天井伏図

【改修前】講義実習棟　事務室・次長室・相談室　天井伏図

【改修前】講義実習棟　倉庫・ラウンジ(2)　天井伏図

【改修前】福利施設棟　厨房・倉庫　天井伏図

■　凡　例　■

室名
天井高
天井仕上凡例記号

厨房
2700
1

■ 天井仕上凡例記号 ■

1  :  LGS + PB t9 + 石綿吸音板 t9

2  :  LGS + 石綿吸音板 t9 直貼

7  :  RC + ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

3  :  LGS + PB t9 + 石綿珪ｶﾙ板 t6 VP-R

4  :  LGS + PB t9 + ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t9

5  :  LGS + 化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞ t9

6  :  LGS + ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4 目透張E.P.R

天井撤去範囲を示す
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厨房

3

2700

ﾍﾞｰｶﾘｰ厨房
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倉庫
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直天

3

2700

【改修後】天井伏図 A-15
A1：1/ 60
A3：1/120

Ｎ

【改修後】講義実習棟　ラウンジ・入試課事務室　天井伏図　

【改修後】講義実習棟　学務課事務室・相談室　天井伏図　

【改修後】講義実習棟　打合せ室　天井伏図　

【改修後】福利施設棟　厨房・ベーカリー厨房　天井伏図　

■　凡　例　■

室名
天井高
天井仕上凡例記号

厨房
2700
1

■ カーテン・ブラインド凡例記号 ■

BB-A

BB-B

：ブラインドボックス A（木製 WP） 特記外W150

■ 天井仕上凡例記号 ■

1  :  LGS + GB-D t9.5

2  :  LGS + GB-R t9.5 + DR t9

4  :  既設のまま

3  :  LGS + FK t6 + EP-G

■　天井点検口リスト(箇所) ■

※　天井点検口位置は設備調整にて現場決定

※　設備関連各開口の位置は設備図による

天井点検口 450×450

学務課開口寸法
事務室

相談室 収納庫 ラウンジ
入試課
事務室
打合せ室 厨房 合計

ﾍﾞｰｶﾘｰ
厨房

6 1 3 4 1 1 1 2 1 21

■　天井設備用開口補強リスト　■

Ａ 空調室内機　　９００×９００

空調室内機　１０３０×６４０

空調換気扇　　６１０×５６０

空調換気扇　　７００×６２５

天井扇　　　　４５０×４５０

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

※　設備関連各開口の位置は設備図による：ブラインドボックス B（木製 WP） 特記外W150

b

a 蛍光灯　　　　６００×６００

蛍光灯　　　　４５０×４５０

： ピクチャーレール　アルミ製

廊下
販売
ｽﾍﾟｰｽ

1
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浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事
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備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

記号・形式

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

材質

記号・形式

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

姿図・寸法

記号・形式

建
　
具
　
符
　
号

ガ 

ラ 

ス 

符 

号

型板ガラス

フロート板ガラス

ガ ラ ス

F

P

略 号

L 合わせガラス

複層ガラス

強化ガラス

IG

T

種　　類

ステンレス製

符号

SS

1

2

3

4

内　　部 外　　部

（　　　　　　　　）床仕上が同じ場合 SS-1,2

床仕上が異なる場合

床レベルが異なる場合

気密性建具の場合

床レベルが同じ場合

床レベルが異なる場合

気密性建具の場合

特 特定防火設備

法2条9号のニ　ロに規定する防火設備防

煙感知器連動閉鎖式ｓ

電気錠

姿図・寸法

見込

場所 数量

材質 見込

場所 数量

場所 数量

材質 見込

ガ ラ ス略 号

Ｅ （　　　　　　　　）SS-1,2

（　　　　　　　　）SS-2

（　　　　　　　　）SS-3,4

（　　　　　　　　）SS-3,4

（　　　　　　　　）SS-3

（　　　　　　　　）SS-4

略 号 建 具 種 別

アルミ製窓AW

アルミ製がらりAG

鋼製三方枠S

鋼製戸SD

鋼製窓SW

鋼製軽量戸LD

上吊式鋼製軽量引戸HLD

軽量シャッターLS

建 具 種 別 建 具 種 別

木製戸WD

パーティションPT

略 号 略 号

鋼製枠　木製戸SWD

型板強化ガラスFT鋼製軽量窓LW

窓額縁:特記外は木製+木部用塗装とする。

姿図・寸法

▽事務室側CH
▽廊下側CH

▽FL

27
00

830

20
00

10
0
60
0

【撤去】

1

▽事務室側CH
▽廊下側CH

▽FL

27
00

1230

20
00

10
0
60
0

815415

【撤去】

21 2

【撤去】

▽事務室側CH
▽廊下側CH

▽FL

750

10
00

10
00

750

80
0

12
00

▽CH

▽FL ▽FL ▽FL

▽廊下側CH

▽倉庫側CH

【撤去】 【撤去】 【撤去】

3

20
00

830

21
15

930

10

4 1

5400

30
00

27
00

55885373

21
40

56
0

1

【撤去】 【撤去】 【扉のみ撤去】 【扉のみ撤去】 【撤去】

【撤去】

765

20
00

800

20
00

1200

20
00

600

▽FL ▽FL ▽FL

1 2

90
0

▽FL

80
0

5340

1700 70 1800 70 1700

90
0

80
0

5125

1700 70 758 70 758

10
0
40
0

22
00

▽FL

70 1700

A-16【改修前】建具表
A1：1/ 50
A3：1/100

【撤去】
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▽FL

50
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備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

記号・形式

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

材質

記号・形式

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

姿図・寸法

記号・形式

建
　
具
　
符
　
号

ガ 

ラ 

ス 

符 

号

型板ガラス

フロート板ガラス

ガ ラ ス

F

P

略 号

L 合わせガラス

複層ガラス

強化ガラス

IG

T

種　　類

ステンレス製

符号

SS

1

2

3

4

内　　部 外　　部

（　　　　　　　　）床仕上が同じ場合 SS-1,2

床仕上が異なる場合

床レベルが異なる場合

気密性建具の場合

床レベルが同じ場合

床レベルが異なる場合

気密性建具の場合

特 特定防火設備

法2条9号のニ　ロに規定する防火設備防

煙感知器連動閉鎖式ｓ

電気錠

姿図・寸法

見込

場所 数量

材質 見込

場所 数量

場所 数量

材質 見込

ガ ラ ス略 号

Ｅ （　　　　　　　　）SS-1,2

（　　　　　　　　）SS-2

（　　　　　　　　）SS-3,4

（　　　　　　　　）SS-3,4

（　　　　　　　　）SS-3

（　　　　　　　　）SS-4

略 号 建 具 種 別

アルミ製窓AW

アルミ製がらりAG

鋼製三方枠S

鋼製戸SD

鋼製窓SW

鋼製軽量戸LD

上吊式鋼製軽量引戸HLD

軽量シャッターLS

建 具 種 別 建 具 種 別

木製戸WD

木製窓WW

略 号 略 号

鋼製枠　木製戸SWD

型板強化ガラスFT鋼製軽量窓LW

窓額縁:特記外は木製+木部用塗装とする。

姿図・寸法

27
00

55885373

21
40

56
0

既設利用

スイッチボックス スイッチボックス

2 3

2693

27
00

28
00

14520

90090045026409009009009009001087

2 3

6185

9009002640845 900

A-17【改修後】建具表１
A1：1/ 50
A3：1/100
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▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽事務室側FL

2

▽FL

45

既設サッシュ：5340

1700 90 1680 90 1700

90
0

80
0

既設サッシュ：5125

1680 90 678 90 738

10
0
40
0

22
00

▽FL

90 1680

3 4 3 4

800

75
0

1200

▽FL ▽FL

40 5260 40

90
0
既
設
ｻｯ
ｼｭ
:8
0045

71
0

21

40 5045 40

1200

▽廊下側FL

800

▽FL

900 300

20
00

16
00

21
00

20
0

75
0

120

20
00

10
0

75
0

20
0

120

20
00

75
0

95
0

800 400

5

700

▽FL

21
00

6

500

▽FL

21
00

7

600

▽FL

96
0

50
1

1720

▽FL

10
00

11
00

3500

60 1720

2,
5

▽室内側FL

900 450

120
120

120 120

75
0

10
50

75
0

10
50

95
0



担 当

設計番号 委託名

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士 NO.

作成日

浜 松 医 科 大 学 施 設 課 課

長

課

佐

係

長

担

当

長

補

工事名
2015年 12月

浜松医科大学講義実習棟
１階事務室等改修設計業務

浜松医科大学講義実習棟１階事務室等改修工事

265359

長谷 恭典

2015093

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

記号・形式

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

材質

記号・形式

備考

付属金物

ガラス

仕上げ・塗装

姿図・寸法

記号・形式

建
　
具
　
符
　
号

ガ 

ラ 

ス 

符 

号

型板ガラス

フロート板ガラス

ガ ラ ス

F

P

略 号

L 合わせガラス

複層ガラス

強化ガラス

IG

T

種　　類

ステンレス製

符号

SS

1

2

3

4

内　　部 外　　部

（　　　　　　　　）床仕上が同じ場合 SS-1,2

床仕上が異なる場合

床レベルが異なる場合

気密性建具の場合

床レベルが同じ場合

床レベルが異なる場合

気密性建具の場合

特 特定防火設備

法2条9号のニ　ロに規定する防火設備防

煙感知器連動閉鎖式ｓ

電気錠

姿図・寸法

見込

場所 数量

材質 見込

場所 数量

場所 数量

材質 見込

ガ ラ ス略 号

Ｅ （　　　　　　　　）SS-1,2

（　　　　　　　　）SS-2

（　　　　　　　　）SS-3,4

（　　　　　　　　）SS-3,4

（　　　　　　　　）SS-3

（　　　　　　　　）SS-4

略 号 建 具 種 別

アルミ製窓AW

アルミ製がらりAG

鋼製三方枠S

鋼製戸SD

鋼製窓SW

鋼製軽量戸LD

上吊式鋼製軽量引戸HLD

軽量シャッターLS

建 具 種 別 建 具 種 別

木製戸WD

木製窓WW

略 号 略 号

鋼製枠　木製戸SWD

型板強化ガラスFT鋼製軽量窓LW

窓額縁:特記外は木製+木部用塗装とする。

姿図・寸法

22201920

A-18【改修後】建具表２
A1：1/ 50
A3：1/100

▽FL

5

26
60

6 7 8

40

78
5
10
0

17
35

26
60

26
60

26
60

12
5

78
5
10
0

17
35

26
60

20
60

10
0
46
0

2070

6420

90 2100 90 2070

40

12
5

78
5
10
0

17
35

40

78
5
10
0

17
35

40

40

40

40

2070

6420

90 2100 90 2070

40
12
5

40
12
5

40
12
5


